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6
月
定
例
会

８月 22 日（土）
午前10時〜12時

議員と話してみませんか
Café  de ぎかいを
市民会館で開催
詳細は裏表紙を
ご覧ください。

お知らせお知らせ 高谷地区夏祭り
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　６月定例会は、６月２日から６月23日までの22日間の日程
で開催されました。
　条例の一部改正２件、財産の取得１件、一般会計補正予算
１件、専決処分の承認３件、人事案件３件、陳情２件、発議
案３件、計15案件について審議しました。そのほか、報告が
８件ありました。

666月月月
定例会定例会定例会

購
入
時
と
同
額
で

　
　
　
　
　
買
戻
し

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
土

地
開
発
公
社
が
火
葬
場
建

設
用
地
と
し
て
市
か
ら
委

託
さ
れ
て
取
得
し
た
土
地

を
、
市
が
利
活
用
す
る
た

め
に
買
い
戻
す
費
用
（
諸

経
費
含
む
）
を
計
上
し
た

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も

に
11
億
７
千
23
万
円
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

７
年
前
の
「
市
長
の
南

袖
建
設
断
念
」
と
「
議

会
の
断
念
撤
回
決
議
」　

　

南
袖
用
地
は
、
公
社
が

平
成
11
年
に
11
億
５
千
万

円
で
購
入
。
周
辺
住
民
と

の
合
意
に
至
ら
ず
、
平
成

20
年
３
月
、
市
長
は
建
設

断
念
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

次
の
６
月
定
例
会
で
は
、

「
決
定
の
過
程
で
議
会
に

説
明
が
無
い
」
「
断
念
の

撤
回
を
求
め
る
」
な
ど
一

般
質
問
が
集
中
、
９
月
定

例
会
に
お
い
て
断
念
の
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。
し
か

し
市
長
は
撤
回
せ
ず
、
議

会
で
は
調
査
研
究
の
た
め

平
成
21
年
９
月
に
特
別
委

員
会
を
設
置
、
平
成
24
年

「
南
袖
や
他
の
適
地
の
選

考
を
含
め
、
長
年
懸
案
と

な
っ
て
い
る
火
葬
場
建
設

の
実
現
に
向
け
、
議
会
と

共
に
進
め
て
い
く
こ
と
を

強
く
望
む
」
と
委
員
会
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

火
葬
場
建
設
は
動
き
出

す
の
か

木
更
津
市
の
方
針
案
と

　
袖
ケ
浦
市
の
動
向

　

木
更
津
市
の
方
針
案
は
、

「
４
市
で
の
共
同
建
設
も

検
討
し
、
建
設
は
木
更
津

市
が
事
業
主
体
と
な
る
。

ま
た
木
更
津
市
火
葬
場
の

位
置
に
建
設
し
、
平
成
33

年
度
供
用
開
始
を
目
指

す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
は
今

後
の
方
針
を
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

用
地
を
取
得
し
た
が
火

葬
場
と
し
て
整
備
で
き
な

か
っ
た
こ
と
や
、
用
地
の

先
行
取
得
が
適
切
だ
っ
た

の
か
も
含
め
、
経
緯
や
今

後
の
方
策
に
つ
い
て
丁
寧

な
説
明
を
行
う
こ
と
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

●
長
年
に
わ
た
る
塩
漬
け
状
態
か
ら
、
財

源
や
雇
用
の
確
保
へ
繋
が
る
こ
と
は
建

設
的
。

●
早
期
の
有
効
活
用
を
期
待
。

●
た
だ
反
対
す
る
だ
け
で
は
こ
の
状
況
は

変
わ
ら
な
い
。

●
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
そ
う
と
す

る
覚
悟
は
見
え
た
。

●
今
後
の
方
向
性
を
示
す
第
一
歩
と
し
て
、

市
民
に
対
し
て
謙
虚
な
姿
勢
で
丁
寧
な

説
明
を
期
待
す
る
。

◆
平
成
27
年
度
中
に
は
共
同
で
進
め
る
の

か
明
確
な
回
答
が
出
る
。
道
筋
が
整
っ

て
か
ら
の
買
戻
し
で
も
良
い
の
で
は
。

◆
４
市
で
の
共
同
建
設
や
、
建
設
要
望
の

あ
っ
た
林
区
と
、
具
体
的
な
進
展
が
見

え
て
い
な
い
中
、
な
ぜ
今
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
補
正
計
上
す
る
の
か
。

◆
評
価
額
で
８
億
４
千
６
百
万
円
の
損
失
。

市
民
へ
の
謝
罪
も
説
明
も
無
い
。

◆
当
初
予
算
で
計
上
す
べ
き
。
緊
急
性
が

無
く
予
算
編
成
上
問
題
。

◆
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
市
民
に
も
よ
く

説
明
す
べ
き
。

今
後
は
、
市
民
へ
丁
寧
な
説
明
を

南
袖
火
葬
場
建
設
用
地

　
　
買
戻
し
補
正
予
算
可
決

賛成
討論

反対
討論

塩
漬
け
状
態

か
ら
の
打
開
を

な
ぜ
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
か

火葬場建設計画の経緯
H11年　9月 南袖用地購入補正予算可決
H11年 12月 公社南袖の用地買収

H20年　3月 市長が全員協議会で南袖
建設断念を説明

H20年　6月 火葬場関連で一般質問5人

H20年　9月 議会が南袖建設計画断念
の撤回を求める決議可決

H21年　4月 市長撤回しない旨回答

H21年　9月
（仮称）そでがうらメモリ
アルパーク検討特別委員
会設置

H23年 11月 木更津市から共同建設の
打診

H23年 11月 林区から火葬場候補地と
して要望書提出

H24年　6月 特別委員会調査報告

H27年　6月 木更津市から４市共同建
設の提案あり
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議
員
定
数
２
減

　
条
例
改
正
案
可
決

　

平
成
26
年
11
月
に
設
置
さ

れ
た
議
員
定
数
特
別
委
員
会

は
、
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
議
員
定
数
を
２
人
削
減

し
、
22
人
と
す
る
報
告
を
行

い
、
田
邊
恒
生
議
員
他
６
人

か
ら
、
議
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
の
発
議
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
員
定
数
の
削
減
は
、
平

成
28
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
市
議
会
議
員
の
一
般
選

挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

議
員
定
数
特
別
委
員
会

　
委
員
長
報
告
か
ら

　

適
切
な
定
数
を
判
断
す
る

に
あ
た
り
、
議
員
定
数
は
、

議
会
の
根
幹
に
触
れ
る
重
要

な
事
項
で
あ
り
、
議
会
制
民

主
主
義
と
民
意
反
映
と
い
う

面
か
ら
、
特
に
慎
重
に
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
９
月
定
例
会
に

お
け
る
、
議
会
改
革
特
別
委

員
会
報
告
で
の
、
「
社
会
情

勢
を
考
慮
し
議
員
定
数
削
減

で
検
討
し
て
い
く
」
と
い
う

方
針
を
受
け
、
議
長
の
常
任

委
員
会
委
員
就
任
と
、
常
任

委
員
会
の
委
員
数
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

第
４
回
の
会
議
で
、
議
長

の
常
任
委
員
会
へ
の
就
任
に

つ
い
て
、
「
議
長
は
中
立
公

平
の
立
場
で
あ
り
、
委
員
で

な
く
と
も
委
員
会
に
出
席
で

き
る
こ
と
か
ら
、
委
員
に
就

任
し
な
く
て
も
よ
い
」
と
す

る
意
見
と
、
「
定
数
削
減
の

方
向
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、

議
長
も
委
員
と
し
て
今
ま
で

通
り
就
任
し
た
方
が
よ
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

議
論
の
結
果
、
議
長
は
常
任

委
員
会
委
員
に
就
任
は
し
な

い
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
の
定
数
に
つ

い
て
は
、
「
７
人
に
よ
る
常

任
委
員
会
の
運
営
実
績
が
あ

る
一
方
、
６
人
以
下
で
は
議

論
の
活
性
化
が
困
難
と
思
わ

れ
る
た
め
７
人
が
適
当
」
、

「
現
行
の
８
人
は
適
当
と
考

え
る
が
、
市
民
感
情
、
社
会

情
勢
等
を
考
慮
し
、
７
人

が
妥
当
」
と
い
う
意
見
と
、

「
住
民
自
治
の
発
展
、
民
意

の
反
映
、
行
政
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
低
下
等
、

議
会
の
弱
体
化
を
招
く
た
め

簡
単
に
定
数
を
減
ら
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
の
意
見
が
あ

り
、
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
常
任
委
員
会
の
定
数
は
７

人
に
決
定
。
議
員
定
数
は
22

人
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
特
別
委
員
会

委
員
長　

田
邊　

恒
生

副
委
員
長　

長
谷
川
重
義

委　
　

員　

篠
原　

幸
一

　
　
　
　
　

佐
久
間　

清

　
　
　
　
　

前
田
美
智
江

　
　
　
　
　

茂
木　

芳
和

　
　
　
　
　

佐
藤　

麗
子

　
　
　
　
　

篠
﨑　

典
之

近隣市との議員定数比較

袖ケ浦市の議員定数　変遷

人口は平成27年5月1日現在

人　口 議員定数 備　　考
袖ケ浦市 61,952人 22人（Ｈ28.10～） 改正前定数24人

市原市 280,285人 32人（Ｈ26.6 ～） 改正前定数36人

木更津市 132,461人 24人（Ｈ27.4 ～） 改正前定数28人   

君津市 87,831人 24人（Ｈ15.9 ～） 改正前定数28人

富津市 45,624人 18人（Ｈ24.4 ～） 改正前定数22人   
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３
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Ｈ
４
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６
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Ｈ
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Ｈ
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９
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Ｈ
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月

24 22人     　   人へ
議員定数削減

平成28年10月の市議会議員一般選挙から適用
222222人     　   人へ人     　   人へ人     　   人へ22人     　   人へ2222人     　   人へ2222人     　   人へ22人     　   人へ人     　   人へ

※定数 36 人は市制施行後の人口に応じた
法定定数上限（法定定数上限は平成 23 年
法改正により廃止）
※定数 36 人及び 26 人での選挙は実施され
ていません。



賛成
討論

反対
討論

持
続
可
能
な

医
療
保
険
制

度
に
は
必
要

富
裕
層
の
税

制
見
直
し
で

対
応
を

限
度
額
引
き
上
げ
と

軽
減
世
帯
の
拡
充

「
国
の
教
育
予
算
拡

充
」
「
義
務
教
育
費

の
国
庫
負
担
堅
持
」

を
求
め
る

　

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
が

提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

国
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
２
件
が
付
託
さ
れ
た

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
と

学
び
を
支
援
す
る
教
育
関
係
団

体
千
葉
県
連
絡
会
の
陳
情
人
か

ら
願
意
の
説
明
が
あ
り
、
委
員

か
ら
は
、
陳
情
の
効
果
や
少
人

数
学
級
の
実
状
、
支
援
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
出
ま
し
た
。

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
、
２

件
の
陳
情
は
全
員
賛
成
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
田
美
智
江
議
員
他

７
名
に
よ
る
意
見
書
の
発
議
案

を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
安
倍

内
閣
総
理
大
臣
、
麻
生
財
務
大

臣
、
下
村
文
部
科
学
大
臣
、
高

市
総
務
大
臣
へ
宛
て
、
意
見
書

の
送
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
、

所
得
に
見
合
っ
た
応
分
の
負
担

と
負
担
の
格
差
是
正
を
図
る
一

方
で
、
世
帯
の
所
得
判
定
基
準

の
拡
充
に
よ
り
、
多
く
の
低
所

得
者
層
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
賛
成
で
す
。

　

軽
減
措
置
に
は
反
対
し
ま
せ

ん
が
、
賦
課
限
度
額
は
引
き
上

げ
る
べ
き
で
な
く
、
政
府
の
医

療
負
担
制
度
の
抜
本
的
増
額
で

改
善
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
富
裕

層
の
税
制
見
直
し
で
十
分
賄
え

る
の
で
反
対
で
す
。

小 学 生 が 議 場 を 見 学

　５月 19日に根形小学校、22日に中川小学校の３年生が
市役所見学に来庁しました。
　議場見学では、議会や議員の仕事について説明をして、「議
会では、みんなの身近な話題について話し合いをしている」
と話すと、「へ～」「ふ〜ん」と、しきりに鉛筆を動かしてい
ました。
　子ども達は、議場の一般質問残時間表示やカメラ、椅子、

議員の氏名標、傍聴席などに興味津々で質問してくれました。
　最後に議長席や市長席等に座ってもらうと、「どうやった
らこの席に座れますか？」などという質問も飛び出しました。　
「25歳になったら市の議員にも市長にも立候補できるから、
みんな、どんな市になったらうれしいか、いろんなことを見
て、聞いて、考えてね。」と話しました。将来が楽しみです。

議場はいろいろなことを話すとこ
ろと

いうことがわかりました。
（相川和

かず

音
ね

さん）

議長さんの席はすごくフカフカ
していて気持ちが良かったです。

（小沢凌
りょうが

駕さん）
机に大きな名札がある事を初めて知りました。

（田中洸
こうせい

生さん）

たくさんの椅子が並んでいました。上の方の数字（残時間表示）の意味もわかりました。� （鈴木暖
はる

乃
の

さん）
議員さんが 23 人（１人欠員）
ということがわかりました。

（篠原亜
あ

希
き

さん）

4

中川小学校の３年生から
　　感想をいただきました！

未来の議長さん？

（一部を掲載します）

国 

保

陳 

情
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◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。
◆励波久子議員は、出産のため欠席となりました。

○＝原案賛成　●＝原案反対　欠＝欠席

議　案　等

議
決
結
果

粕
谷　

智
浩

在
原　

直
樹

小
国
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

村
田
　

稔

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　

清

前
田　
美
智
江

長
谷
川　
重
義

篠
﨑　

龍
夫

茂
木　

芳
和

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生
　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津　

文
男

田
邊　

恒
生

塚
本　

幸
子

福
原　

孝
彦

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
盛（
議
長
）

国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

平成27年度一般会計補正予算
（第１号）

原案
可決 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 欠 ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ －

議会議員定数条例の一部を改
正する条例の制定（発議案）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －




平成 27 年６月定例会の議決結果

　６月定例会では、議案７件、諮問３件、陳情２件、発議案３件について審議し、すべての案件につい
て原案のとおり可決されました。そのうち賛否が分かれた案件は３件でした。

○全会一致で原案可決・同意・認定された案件
○介護保険条例の一部を改正する条例の制定
○財産の取得（消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入）
○専決処分の承認を求めること（税条例等の一部を改正する条例の制定）
○専決処分の承認を求めること（都市計画税条例の一部を改正する条例の制定）
○専決処分の承認を求めること（内房線長浦駅南北自由通路及びこれに支障する鉄道施設の建替え工事に係る工事施行協定
　の変更）
○人権擁護委員の推薦（小倉正敬氏、田代悦子氏、稲垣昭彦氏（３氏とも再選））
○「国における平成２８（２０１６）年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書
○「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書
○国における平成２８年度教育予算拡充に関する意見書（発議案）
○義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書（発議案）

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ http://www.city.sodegaura.lg.jp
　議会事務局　☎ ０４３８（６２）３４５０（直通）

議長交際費のホームページ公開
を始めました

　平成 27 年４月分から議長交際費を
ホームページで公開しています。
  市議会「トピックス」か、「袖ケ浦
市議会の紹介－議長・副議長」から
閲覧できます。

◆賛否が分かれた案件
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佐
久
間
　
清
　
議
員
　
　（
開
政
ク
ラ
ブ
）

・
富
川
橋
架
け
換
え
工
事
に
伴
う
周
辺

の
影
響
に
つ
い
て

・
行
政
経
営
計
画
（
第
６
次
行
政
改
革

大
綱
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

介
護
保
険
制
度
改
正
に

お
け
る
本
市
の
対
応
は
。

在
宅
生
活
を
地
域
で
支

え
る
体
制
を
Ｈ
30
年
４

月
ま
で
に
整
え
ま
す
。

地
域
事
業
へ
移
行
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
対
応
は
。

移
行
後
も
同
サ
ー
ビ
ス

継
続
と
生
活
支
援
等
は

民
間
等
で
体
制
を
整
え
ま
す
。

改
定
に
よ
る
本
市
保
険

料
の
考
え
方
。

基
準
の
細
分
化
で
過
度

な
負
担
を
抑
え
ま
し
た
。

消
費
者
被
害
、
特
殊
詐

欺
へ
の
対
応
、
防
衛
策
。

相
談
員
１
名
増
員
。
関

係
機
関
連
携
、
迷
惑

電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
貸
出
し
、

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
制
度
見
直

し
に
あ
た
り
市
長
の
認

阿
部
地
区
狭き

ょ
う
あ
い隘
区
間
を

通
る
県
道
長
浦
上
総
線

と
市
道
横
田
吉
野
田
線
の
交

通
量
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

伺
う
。県

道
長
浦
上
総
線
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
通

行
止
め
に
伴
う
大
き
な
混
乱

も
な
く
、
交
通
量
調
査
を
実

施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
道
横
田
吉
野
田
線
に
つ
い

て
は
、
市
が
講
じ
た
安
全
対

策
を
検
証
す
る
た
め
、
交
通

量
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
な
い
か
伺
う
。

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
時
間
も
経
っ
て
い
る

た
め
、
庁
舎
改
修
前
に
再
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
庁

舎
改
修
に
活
か
し
ま
す
。

識
と
本
市
へ
の
影
響
。

責
任
の
明
確
化
、
会
議

を
設
け
る
事
で
さ
ら
に

民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政

の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

不
登
校
児
童
等
へ
の
学

習
支
援
に
つ
い
て
。

個
々
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
を
行
い
、
学
級
へ

の
復
帰
に
努
め
て
い
ま
す
。

経
済
的
支
援
の
必
要
な

方
へ
の
就
学
援
助
費
は
。

様
々
な
方
法
で
周
知
し
、

配
慮
し
た
対
応
を
し
て

い
ま
す
。

奨
学
資
金
貸
付
の
収
入

制
限
に
つ
い
て
。

無
利
子
貸
付
の
為
、
経

済
的
修
学
困
難
な
方
へ

の
貸
付
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
施
行
に
よ
る
長
浦

の
老
朽
ビ
ル
へ
の
対
応
。

条
例
施
行
に
よ
り
改
め
て

適
切
に
取
り
組
み
ま
す
。

現
在
の
窓
口
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
仕
切
り
板
が

あ
る
が
、
仕
切
り
板
が
低
く
、

来
庁
者
か
ら
の
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
や
個
人
情
報
関
係
で
問
題

が
あ
る
と
思
う
が
、
現
状
認

識
と
具
体
策
に
つ
い
て
伺
う
。

現
状
の
仕
切
り
板
で
は
、

完
全
に
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
庁
舎
改
修
に
合
わ
せ

て
、
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。庁

舎
改
修
に
合
わ
せ
、

２
階
に
配
置
さ
れ
て
い

る
子
育
て
支
援
課
、
保
育
課
、

健
康
推
進
課
等
を
１
階
に
配

置
す
る
な
ど
、
本
市
に
と
っ

て
最
も
適
し
た
総
合
窓
口
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
の
安
心
・

 

安
全
に
つ
い
て

富
川
橋
架
け
換
え
工
事
に

伴
う
周
辺
の
影
響
に
つ
い
て

第
６
次
行
政
改
革
大
綱
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

QQQQQ

QQ

QQQ Q

QQ

AA

AA

AAAA

AAAA A

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

市政を問う1111
が
人人

一般質問とは、市政のあらゆる疑問につ
いて、本会議の場で、市に対し議員が質問や
提案を行うものです。
　議員本人がQ&Aを要約し、作成した原稿
を登壇順に掲載しています。
　未掲載の内容も含め、一般質問の様子を
市のホームページで録画配信中ですのでご
覧ください。
　会議録は9月頃掲載予定です。

　
緒
方
　
妙
子
　
議
員
　
　
　（
公
明
党
）

・
高
齢
者
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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篠
﨑
　
龍
夫
　
議
員
　
　
　（
新
政
会
）

・
交
通
渋
滞
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
積
極
的
産
業
振
興
策
を

一般質問市政を問う

福
祉
避
難
所
は
、
耐
震

耐
火
構
造
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
等
、
要

援
護
者
の
安
全
性
が
確
保
さ

れ
た
施
設
だ
が
、
介
護
や
医

療
相
談
等
が
受
け
ら
れ
る
空

間
も
必
要
で
は
な
い
か
伺
う
。

保
健
師
や
社
会
福
祉
士

な
ど
の
有
資
格
職
員
が

相
談
業
務
を
行
え
る
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
の
公
園
は
一
時
避

難
場
所
や
災
害
活
動
の

集
結
場
所
と
な
り
う
る
重
要

な
場
所
な
の
で
、
防
災
機
能

を
備
え
な
い
か
伺
う
。

今
後
、
災
害
の
教
訓
等

を
踏
ま
え
て
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
在
宅
避
難
者

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、

支
援
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
の
利
便
性
が
向
上

す
る
も
の
と
し
て
、
年

金
や
福
祉
な
ど
の
申
請
で
添

付
書
類
が
減
少
す
る
な
ど
手

続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
所
得
把
握
・
社

会
保
障
の
正
確
性
向
上
や
社

会
保
障
の
受
給
状
況
の
的
確

な
把
握
に
よ
る
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
、
さ
ら
に
国

の
行
政
機
関
・
地
方
公
共
団

体
間
で
複
数
の
業
務
連
携
が

進
み
、
作
業
効
率
が
向
上
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
で
本
年
度
実

施
中
の
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
発
行
事
業
で
は
、
５

月
末
で
応
募
を
締
め
切
っ
た

と
こ
ろ
、
発
行
総
数
の
55
％

程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
再
募

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
は
、
土

日
の
夕
方
、
上
り
線

が
渋
滞
に
な
る
。
５
月
の
連

休
に
は
、
夜
中
の
１
時
ま
で

渋
滞
し
た
。
渋
滞
の
主
因
は
、

浮
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
の

合
流
能
力
不
足
に
あ
る
が
、

他
の
緩
和
策
に
つ
い
て
問
う
。

① 

市
が
改
善
を
求
め
て
い
る

東
京
湾
岸
道
路
及
び
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
連
絡
道
の
側
道

４
車
線
化

② 

設
計
上
に
は
あ
る
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
の
３
車
線
化

③ 

Ｊ
Ｒ
と
レ
ン
タ
カ
ー
の
利

用
推
進

④ 

「
袖
ケ
浦
で
、
夕
食
を
」

な
ど
の
看
板
設
置

①
に
対
し
、
引
き
続
き

国
・
県
に
対
し
、
早
期

実
現
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

②
に
対
し
、
ネ
ク
ス
コ
東
日

本
に
よ
れ
ば
、
莫
大
な
工
事

費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現

災
害
時
要
援
護
者
登
録

台
帳
の
活
用
や
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
住
民
の
安
全
確
認

を
行
う
中
で
所
在
を
確
認
し
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。市

民
の
個
人
情
報
を
守

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
措
置
が
実
施
さ
れ
る
の
か

伺
う
。法

律
に
よ
っ
て
、
特
定

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
関
係
の
事
務

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事

務
に
利
用
範
囲
が
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
定
外

の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
で
利
用
す
る
場
合

に
は
、
条
例
に
よ
る
規
定
が

必
要
に
な
る
な
ど
厳
し
い
制

約
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
を
行
い
ま
す
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
策

定
で
国
が
示
す
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

東
京
一
極
集
中
を
是
正

し
て
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
出
生
率
を
２
０

３
０
年
に
１
・
80
程
度
、
２

０
４
０
年
に
２
・
07
程
度
に

出
来
れ
ば
、
２
０
６
０
年
に

人
口
１
億
人
程
度
を
確
保
出

来
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
示
す
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
４
つ
の
取
り

組
み
骨
子
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
何
を
重
点
に
取
り
組
む

の
か
伺
う
。

子
育
て
施
策
や
ま
ち
づ

く
り
に
は
引
き
続
き
力

を
入
れ
て
取
り
組
む
と
共
に
、

「
雇
用
の
創
出
」
や
「
人
の

流
れ
」
に
つ
い
て
は
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
で
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
の
で
整
合
を
図

り
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

時
点
で
は
、
事
業
化
の
計
画

は
な
い
と
の
見
解
で
し
た
。

③
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
に
、

レ
ン
タ
カ
ー
や
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
誘
致
な
ど
の
可
能
性

を
確
認
し
ま
す
。

④
に
対
し
、
県
の
屋
外
広
告

物
条
例
に
よ
り
、
設
置
は
難

し
い
状
況
で
す
。

高
岡
市
で
は
、
産
業
の

振
興
策
と
し
て
、
地
域

産
業
の
特
徴
を
絞
り
出
し
、

保
持
す
る
技
術
の
普
及
な

ど
を
、
県
や
※
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

の
協
力
の
も
と
行
っ
て
い
る
。

市
で
も
、
同
様
な
振
興
策
を

行
っ
て
い
か
な
い
か
。

高
岡
市
と
本
市
で
は
、

産
業
の
特
徴
が
異
な
り
、

直
接
参
考
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
市
の
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
や
椎
の
森
工
業
団

地
の
整
備
に
あ
た
り
、
県
と

連
携
を
図
り
進
め
て
い
ま
す
。

※
J
E
T
R
O
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）

急
が
れ
る
災
害
時
の
支
援

強
化
を
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て

交
通
渋
滞
へ
の
対
応
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
地
方

創
生
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

QQQ

Q

QQ

Q

Q

Q Q

A

AA

AA

AA

A

A A

　
前
田
　
美
智
江
　
議
員
　
　
　（
公
明
党
）

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
田
邊
　
恒
生
　
議
員
　
　（
市
民
ク
ラ
ブ
）

・
国
策
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
地
方
創
生
に

本
市
は
ど
う
動
き
、
取
り
組
む
の
か

・
公
共
施
設
（
建
築
物
）
の
再
編
整
備

計
画
の
推
進
に
つ
い
て

積
極
的
産
業
振
興
策
を
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篠
﨑
　
典
之
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

・
健
康
推
進
行
政
に
つ
い
て

・「
袖
ケ
浦
市
公
共
施
設
（
建
築
物
）
の

再
編
整
備
計
画(

案)

」
の
検
討
内
容

に
つ
い
て

一般質問市政を問う

そ
で
が
う
ら
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
事
業
を
伺
う
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
に
基
づ
い
た
袖

ケ
浦
市
版
の
総
合
戦
略
の
先

行
型
事
業
の
一
つ
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
、
都
市
住
民

に
農
産
物
の
収
穫
体
験
を
メ

イ
ン
と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
の

実
施
と
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

等
で
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
配
布
な
ど
、
交
流
人
口
増

加
と
農
業
や
観
光
の
振
興
に

よ
る
活
性
化
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

収
穫
体
験
ツ
ア
ー
の
Ｈ

28
年
度
以
降
の
実
施
を

伺
う
。Ｈ

27
年
度
の
結
果
を
検

証
し
前
向
き
に
判
断
し

ま
す
。商

品
開
発
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
伺
う
。

本
市
の
農
業
の
現
状
と

方
向
性
に
つ
い
て
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
等
の
問
題
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
農
業
に
お
け
る

現
状
を
整
理
し
た
上
で
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
担
い
手

の
育
成
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鳥
獣
駆
除
体
制
の
強
化

の
検
討
に
つ
い
て
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
設
置
及
び
、
ワ
ナ
猟

免
許
取
得
費
用
の
助
成
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

寄
付
者
の
特
典
と
し
て

本
市
の
農
産
物
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的

な
検
討
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ガ
ウ
ラ
ン
ド
」

の
運
営
時
間
変
更
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
全
利
用
者
が

不
都
合
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
。
経
緯
と
検
討
内
容
は
ど

う
か
。利

用
が
多
い
中
、
午
前

中
の
利
用
者
急
増
で
早

朝
開
場
の
要
望
が
あ
る
一
方
、

午
後
８
時
以
降
の
利
用
が
極

端
に
少
な
い
た
め
、
10
月
か

ら
の
平
日
利
用
を
朝
９
時
か

ら
夜
８
時
半
（
浴
場
は
朝
９

時
半
か
ら
夜
８
時
半
ま
で
）

と
し
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
考
慮
し
検
討
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
を
支
援
す

る
施
設
と
し
て
、
総
合

的
に
専
門
家
も
交
え
た
検
討

を
す
べ
き
で
な
い
か
。

施
設
本
来
の
意
図
も
理

解
し
て
も
ら
い
、
か
つ

幅
広
い
利
用
者
の
声
を
聴
い

地
域
特
産
品
と
し
て
、

首
都
圏
で
活
躍
す
る
シ

ェ
フ
に
よ
り
、
メ
イ
ン
料
理
、

ス
イ
ー
ツ
な
ど
15
品
程
度
を

開
発
し
、
食
に
関
す
る
魅
力

の
発
信
を
進
め
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」
総
合
戦
略
に

お
い
て
平
川
地
区
へ
の
施
策

を
伺
う
。市

民
懇
話
会
や
説
明

会
な
ど
で
意
見
を
伺
い
、

平
川
地
区
の
人
口
減
少
や
農

業
振
興
な
ど
総
合
戦
略
の
中

で
し
っ
か
り
と
検
討
し
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
事
業
の

予
算
状
況
を
伺
う
。

国
か
ら
県
へ
の
配
分
が

要
求
額
の
約
55
％
で
す
。

市
道
三
箇
横
田
線
の
整

備
予
定
を
伺
う
。

Ｈ
27
年
度
は
、
Ｈ
26
年

度
の
整
備
箇
所
か
ら
約

140
ｍ
の
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

現
時
点
で
は
米
、
畜
産

物
、
季
節
の
野
菜
詰
め

合
わ
せ
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

寄
付
者
と
今
後
の
繋
が

り
が
持
て
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
、
本
市

の
見
解
は
。

産
業
振
興
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
財
源
確
保

の
面
で
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

４
市
広
域
に
よ
る
火
葬

場
建
設
の
協
議
を
進
め

る
過
程
で
、
本
市
が
協
議
に

参
加
す
る
判
断
は
、
い
つ
頃

ま
で
に
返
事
を
す
る
の
か
。

木
更
津
市
と
協
議
を
行

う
中
で
確
認
し
ま
す
。

火
葬
場
建
設
の
候
補
地

と
し
て
木
更
津
市
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
市
民
の
利

便
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
の
方
向
性
も
検
討
す

る
中
で
、
利
便
性
も
含

め
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

て
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
を
機
に
、
個
人
情
報

を
扱
う
市
民
課
窓
口
の
民
間

委
託
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

年
金
情
報
漏
洩
も
あ
っ
た
中
、

民
間
委
託
は
偽
装
請
負
の
懸

念
も
あ
り
、
検
討
す
る
こ
と

自
体
不
要
で
は
な
い
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

情
報
漏
洩
へ
の
罰
則
も

強
化
さ
れ
、
不
正
利
用
に
歯

止
め
が
か
か
り
、
情
報
漏
洩

を
防
止
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
偽
装
請
負
と
な
ら
な

い
よ
う
事
前
検
討
し
、
委
託

の
有
効
性
を
検
証
し
ま
す
。

図
書
館
窓
口
業
務
の
指

定
管
理
者
制
導
入
検
討

は
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

本
筋
を
外
れ
な
い
よ
う

短
期
に
見
直
し
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

地
方
創
生
及
び
産
業
振
興

農
業
行
政
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

農
業
行
政
に
対
す
る
取
り

組
み

窓
口
業
務
の
委
託
等
の
検

討
は
問
題

ガ
ウ
ラ
ン
ド
運
営
は
不
都

合
が
な
い
よ
う
に

Q

Q

QQ

QQ

QQ

Q

QQQ

QQ

QQ

AA

AA

A

A

A

A

A

AA

AAA

AA

　
榎
本
　
雅
司
　
議
員
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

・
地
方
創
生
及
び
産
業
振
興
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

・
農
業
行
政
等
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
小
国
　
勇
　
議
員
　
　
　（
志
清
会
）

・
本
市
の
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
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「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

に
つ
い
て
、
市
に
ど
ん

な
成
果
を
も
た
ら
し
た
か
？

多
く
の
自
治
体
が
人
口

減
少
の
中
、
本
市
で
は

人
口
増
を
保
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。袖

ケ
浦
市
の
子
育
て
環

境
は
相
対
的
に
何
位
に

位
置
す
る
か
？

順
位
を
表
す
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
に
つ
い
て
政
策
会

議
の
議
題
と
し
て
何
度
取
り

上
げ
ら
れ
た
か
？ 

議
題
と
し
て
は
取
り
上

げ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
各
部
課
で
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
記
載
事
業
に
関
し
て
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
調
整
し

て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
。

理
念
の
共
有
が
な
さ
れ

て
い
な
い
と
感
じ
る
根

拠
は
、
色
々
な
部
長
に
話
を

聞
く
と
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

斟し
ん

酌し
ゃ
くし
て
自
分
の
仕
事
に

活
か
し
て
い
る
」
と
い
う
趣

旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
理
念
を
共
有
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
「
子
育
て

環
境
日
本
一
」
を
取
り
下
げ
、

「
子
育
て
環
境
充
実
」
に
し

た
方
が
市
民
に
対
し
て
誠
実

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
？ 

こ
れ
を
継
続
し
て
し
っ

か
り
と
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
指
摘
を
行
政
課

題
と
し
て
、
次
の
市
長

選
挙
に
立
候
補
す
る
か
？

そ
の
こ
と
は
ま
だ
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
佐
藤
　
麗
子
　
議
員
　
　
　（
志
清
会
）

・
安
心
安
全
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
の
未
来
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
常
態
化

す
る
中
、
市
内
準
用
河

川
久
保
田
川
の
治
水
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

上
流
域
に
調
節
池
を
設

置
す
る
案
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
実
施
に
は
、
国
庫

補
助
金
の
採
択
要
件
を
満
た

す
こ
と
の
検
討
や
多
額
な
事

業
費
の
財
源
確
保
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
現
時
点
で
の
事

業
化
は
困
難
な
状
況
で
す
。

福
祉
避
難
所
で
は
、
停

電
時
に
も
安
定
し
た
電

力
供
給
が
必
要
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
式
発

電
機
よ
り
、
長
時
間
使
用
が

可
能
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
対
応
の
発

電
機
を
設
置
し
な
い
か
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
は
、

す
で
に
平
川
公
民
館

に
配
備
し
て
い
ま
す
が
、
他

の
福
祉
避
難
所
施
設
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

ゾ
ー
ン
30
の
効
果
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
。

通
過
す
る
車
両
が
減
速

す
る
様
に
な
り
安
心
感

が
増
し
ま
し
た
。
Ｈ
27
年
度

は
、
中
川
小
学
校
周
辺
及
び

今
井
地
区
を
計
画
中
で
す
。

道
路
交
通
法
の
改
正
に

伴
う
内
容
の
周
知
と
自

転
車
安
全
対
策
、
自
転
車
運

転
免
許
証
の
発
行
に
つ
い
て
。

安
全
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
、

駅
前
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、

広
報
で
周
知
を
行
い
、
鎌
倉

街
道
は
今
後
事
業
化
す
る
中

で
歩
道
を
含
め
た
対
策
を
検

討
し
ま
す
。
自
転
車
歩
行
者

道
の
路
面
標
示
に
つ
い
て
は
、

警
察
署
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

免
許
証
は
隔
年
で
小
学
校
１

校
に
。
修
了
証
は
要
望
に
応

じ
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
計

画
に
つ
い
て
。

し
て
い
き
ま
す
。

見
直
し
の
経
緯
と
今
後
の

見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

来
場
者
の
目
的
が
、

本
事
業
の
目
的
で
あ

る
市
民
交
流
か
ら
、
主
に
花

火
観
賞
へ
と
変
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業

を
観
光
事
業
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
事
業
に
分
け
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、

市
内
各
種
団
体
を
募
り
、
本

市
の
伝
統
芸
能
や
文
化
を
発

信
す
る
こ
と
で
観
光
の
推
進

に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
推
進
を
目
的
と
し
た

新
た
な
補
助
金
制
度
を
設
け
、

地
域
が
一
体
と
な
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
力
向
上
と
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
が
見
込
め
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

Ｈ
27
年
度
は
袖
ケ
浦
駅

及
び
長
浦
駅
周
辺
へ
設

置
を
考
え
て
お
り
今
後
は
そ

の
効
果
を
検
証
し
考
え
ま
す
。

富
士
山
噴
火
に
よ
る
火

山
灰
の
影
響
と
備
え
に

対
す
る
周
知
啓
発
に
つ
い
て
。

約
310
年
前
の
噴
火
で

は
８
㎝
の
降
灰
が
あ
り
、

健
康
被
害
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
、

農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
各

家
庭
向
け
に
周
知
を
行
う
と

共
に
防
災
訓
練
で
情
報
掲
示

す
る
な
ど
啓
発
を
図
り
ま
す
。

高
須
箕
輪
田
線
を
、
チ

バ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
呼
ば

れ
る
南
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

海
浜
公
園
と
調
和
さ
せ
て
、

袖
ケ
浦
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
な
い
か
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区
の

整
備
と
調
和
を
図
り
な

が
ら
今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

防
災
、
減
災
に
向
け
た
更
な

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
民
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
の

見
直
し
経
緯
と
効
果
見
込
は

安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

出
口
市
政
８
年
「
子
育
て

環
境
日
本
一
」
を
問
う

袖
ケ
浦
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

市
役
所
内
で
も
共
有
な
き

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

10
月
の
市
長
選
挙
に
「
立

候
補
の
意
思
」
明
言
せ
ず

QQ

QQQ

QQQ

Q

QQ

QQ

AA

AAA

A

AA

AAA

AA

　
笹
生
　
典
之
　
議
員
　
　
　（
新
風
会
）

・
防
災
・
減
災
に
向
け
た
更
な
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

・「
袖
ケ
浦
市
民
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
」

見
直
し
の
経
緯
と
今
後
に
つ
い
て

　
笹
生
　
猛
　
議
員
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

・「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
に
つ
い
て

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

袖
ケ
浦
市
の
情
報
発
信
戦
略
に
つ
い

て
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総務企画

10

　各常任委員会、議会運営委員会及び各特別委員
会は、それぞれの所管事項の調査・研究のため、
行政視察を行っています。袖ケ浦市の問題点に焦
点を当てて視察先を決定し、先進地の取り組みを

袖ケ浦市のまちづくりに活かします。
　今号では、常任委員会の行政視察について報告
します。

総務企画常任委員会 ◆島根県益田市　人口拡大計画について
　【４月 22日～ 23日】 ◆島根県大田市　定住促進の取り組みについて

文教福祉常任委員会 ◆長野県須坂市　健康づくりの取り組みについて（保健補導員制度）
　【５月12日～ 13日】 ◆長野県長野市　認知症初期集中支援チームについて
 　　　　　　　　介護予防の取り組みについて

建設経済常任委員会 ◆富山県富山市　コンパクトなまちづくりについて
　【５月14日～ 15日】 ◆富山県高岡市　高岡市新産業創造プラットフォームについて
 　　　　　　　　産業振興ビジョンについて

市内外にインパクトを与える
大胆な施策

2015年　住みたい田舎ランキング
第１位！

～益田市～

～大田市～

　益田市は、人口増に向け、平成 26 年度に人口拡大
課を設置し、「子育て世代に手厚く！ＵＩターン大歓
迎！中山間地域を元気に！」の３つの切り口から施策
を行っている。
　ＵＩターン者応援事業では、住宅購入や賃貸住宅入
居等に対し助成金を交付し、若者や親子、中山間地定
住者への加算も行っている。この制度でのＵＩターン
者は、平成 26年度で 99 件 190 人。
　「ますだ暮らし相談員」を配置し、移住希望者に対し、
定住後のフォローや各種相談、田舎暮らしや農林水産
業の体験など、市内外にインパクトを与える施策を行
う。
　当市でも人口減少が懸念されており、益田市の大胆
な移住促進はぜひ参考にしたいところだと感じた。

　大田市は、世界遺産の石
いわ

見
み

銀山遺跡を抱える、定住
促進の先進地。空き家バンク制度によって 300 人超の
移住者を受け入れ、定住促進と職業紹介の担当部署を
新設した。
転入者アンケートでは８割が 40 歳代未満で、転入者
の３大ニーズは「仕事があるか」、「住む家があるか」「子
育て環境はどうか」であり、ここで子育てをしたいと
いうニーズを強く感じた。
　転入者の悩みや疑問への対応は、専用の相談窓口を
設置。相談内容は、留守の際に勝手に玄関を開けて野
菜を置いていくなど、田舎では当たり前のことが、都
会で生活してきた人には合わないことなどがあるとの
こと。
　観光地の周辺整備を定住へつなげる取り組みや、空
き家の見学ツアー開催など、当市にも活かしていきた
い制度が多くあった。

空き家の見学ツアーが人気（大田市）

より良いまちづくりへ！

視察レポート視察レポート
～常任委員会編～
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建設経済

しょうゆはスプレー容器に
保健補導員が伝える健康

市内の主要箇所をつなぐ
お団子と串型の多角的なまちづくり

認知症初期集中支援チームの先駆け

今あるモノを活かす
世界に羽ばたく産業振興

～須坂市～

～高岡市～

～富山市～

　長野県は、平均寿命１位を誇る長寿県。須坂市は要
介護率が県内全市中一番低く、元気な高齢者が多いまち。
　保健補導員は、当市の母子保健・食生活改善推進員
のような制度で、家庭の健康管理者である女性が、健
康に関する研修と技術を身につけ、「自分たちの健康は
自分たちで守り、地域に貢献する」という考えを基に
活動している住民自主組織。補導員は各地区から推薦
され、任期は２年、基本的に再選は無く、一家に一人
の補導員（経験者）を目指している。
　保健補導員は、毎月学習や体験を行い、学習したこ
とを家庭や地域に広げてもらうことが狙い。しょうゆ
をスプレー容器に入れるなど、減塩の食事づくりや健
康体操（長野県須坂エクササイズ）の普及などを行う。
世帯ごとに娘やお嫁さんに健康的な生活を伝えられる
すばらしさを感じた。

　富山市は、1999 年の調査で７割以上が自動車に依
存しており、高齢化社会で車を自由に使えない人の増
加が予想され、公共交通の衰退を懸念し、コンパクト
なまちづくりに着手した。
　富山駅周辺と合併前の旧中心地をつなげ、その拠点
に居住・商業・文化等の都市機能を集積させ、お団子
と串型のような都市構造を目指す。ライトレール（次
世代型路面電車）の整備により、高齢者の外出を促し
健康の増進、医療費の減少などの波及効果も狙う。ま
た、主要道路の街路灯上部に花を飾るなど、心も体も
健康に楽しく過ごせる多角的なまちづくりを行ってい
た。市役所内の各課にまたがる、本来の意味での「ま
ちづくり」に取り組み、小さな成功でも、広く伝える
ことでまちづくりの意欲を高め、交流人口・定住人口
の増加につなげているとのことだった。

　袖ケ浦市にも平成 27 年４月から発足した「認知症
初期集中支援チーム」。長野市は全国に先駆け促進モ
デル事業に採択された。
　平成 26 年度には、対象者 60 名に対し年間延べ 217
件の訪問を行い、相談件数も延べ 3,995 件と増加傾向
にある。
　家族からの相談が圧倒的に多く、生活になんらかの
支障が出てきてからというのが現状。主治医がいても
認知症の治療をしていない者が 65％もおり、本人が受
診拒否している場合は、チーム員が話をすることで、
素直に治療につながるケースが多く見られた。
　介護予防の取り組みは、訪問指導や通所型サービス、
出前講座を行っているが、自身が続けられるような取
り組みづくりが大切とのことだった。

　高岡市は、産業分野の強化に重点を置き、平成 22
年度に新産業創造プラットフォーム事業を立ち上げ
た。まちを構築するためには、まずは働く場所と生活
の安定が必要。産業強化のために新分野への進出や、
新事業展開を図ろうとする意欲ある企業、事業主を支
援するため、多様なニーズにワンストップで対応する。
国・県の補助金や研究機関への情報収集を行い、金融
機関や県、支援機関への橋渡しなど多様なメニューを
準備して対応している。また、日本で初めてＪＥＴＲ
Ｏ（日本貿易振興機構）との覚書を交わし、海外進出
も支援している。
　企業誘致は、近隣３市と共同でビジネス交流交換会
を開催したり、名古屋や東京で出展するなど産業分野
の強化のみならず、広い視点で多方面の強化につなげ
ていた。

７種類の健康体操のうち、証城寺の狸囃子を体験（須坂市）

少人数の担当者で市内の企業・事業主に対応（高岡市）

～長野市～

文教福祉



トトピトピトッピッピ スクスクス議
会
だ
よ
り

発行／袖ケ浦市議会　編集／議会広報特別委員会
〒299 - 0292　千葉県袖ケ浦市坂戸市場１－１ 電話0438（62）3450（直通）
袖ケ浦市ホームページ　http://www.city.sodegaura.lg.jp 袖ケ浦市議会 検索

N
o.163

平
成
２７
年
8月
１
日

発
行
：
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
議
会

永年在職議員表彰

＊一般質問通告一覧表は8月28日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊ 9月定例会の日程は、8月26日（水）に開催される議会運営委員会で正式決定
されます。詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
8／30 8／31 9／1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 10／1 10／2 10／3

9月定例会の予定

総務企画
常任委員会

敬老の日 国民の休日 秋分の日

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

本会議
10：00～

本会議
10：00～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

決算審査
特別委員会
（予備日）

本会議
（一般質問）
9:30～

Topics

議員と話してみませんか？

市民会館２階　レストランホール

C
カ フ ェ

afé d
ド

e
ぎかい 開催

８月２2日（土）
※普段着でお越しください。
※会場の定員は 50 名程度です。定員を超えた場合は入場できない場合があります。

そんなみなさんの疑問を、議員と共に話しましょう。
お茶を飲みながら、話しやすいカフェ形式を考えています。
事前のお申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

議会ってなに？
議員って、どんな仕事をしているの？
袖ケ浦市、もっとこうすればいいのに！

参考：友好議会久慈市議会の市民との
意見交換会「かだって会議」の様子

　永年にわたり議員として、市政の
振興と地方自治の進展に尽くされた
功績により、全国市議会議長会から
次の議員が表彰されました。　
　また、渡辺議員は、市議会議長を
４年間務めた功績により、併せて表
彰されました。

渡辺　盛 議員 田邊恒生 議員
◆特別表彰◆
議員20年以上表彰
◆一般表彰◆
議長４年以上表彰

◆一般表彰◆
議員10年以上表彰

お待ち
しています

から12時まで 議会改革推進特別委員会午前10時


